
（活動報告書様式） 
団体名 特定非営利活動法人環境ネットやまがた 

事業名 
次世代自動車の普及と森づくり活動で 

低炭素型ライフスタイルをクールチョイス 
助成事業区分 団体支援助成事業 

団体の 

所在市町村 
山形市 

事業費 1，016，809 円 

うち助成金額 982，000 円 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業目的 

2020 年は、気候変動対策

の新しい国際的な枠組み

「パリ協定」のスタートの

年。その中で、日本は、

2013 年度比で 2030 年まで

に温室効果ガスを 26％削

減する目標を掲げており、

国民運動「COOL CHOICE

（クールチョイス）」を推

進している。これは、「賢

い選択」の意味で、物品の

みならず環境負荷の少ない

ライフスタイルの選択等も

含まれている。今回の事業

では、一世帯当たりの自動

車保有台数が全国で２番目

に多い山形県だからこそ次

世代自動車を選択するこ

と、森林の面積が広い山形

県だからこそ森林に出か

け・親しむライススタイル

を選択することを提案する

ことで、クールチョイスの

理解を広めて行くことを目

的とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施内容 

・県内で最初に設置された

県庁前の電気自動車用急速

充電器の管理・運営を実証

し、次世代自動車の普及を

推進するとともに、クール

チョイスの普及啓発を行っ

た。（充電器の故障により

年度途中までの実施） 

・山形県産業科学館の発明

工房で、山形日産自動車㈱

と連携し、小学生の親子を

対象とした環境・工作教室

を実施した。（電気自動車の

お話とソーラーカー作り、

写真②） 

日時：11 月８日（日）10：

30～12：00、参加者：小学生

の親子９人 
 

■ 事業の成果及び今後の

展望 

① 事業の成果 

環境・工作教室参加者  

９人（入場者を制限し５家

族に限定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県庁前の電気自動車用急速

充電器を活用した普及啓発 

114 人（９月 11 日までの

推計） 

② 今後の展望 

二酸化炭素排出量の少ない

次世代自動車を普及する必

要があるが、それでも自動

車の製造から廃棄までを含

めた場合、二酸化炭素排出

量をゼロにすること（パリ

協定の今世紀後半の目標）

はできない。そこで、森林

整備活動を行うこと（森林

吸収源対策）で、そのＣＯ

2をオフセットすることが

できる。そのような、パリ

協定の目標を達成させるた

めの方法を今後も提案して

行きたい。 

 

ＮＰＯ法人環境ネットやま

がたホームページ 
（https://www.eny.jp） 


